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【はじめに】 

日本の職業被ばくにおいて、水晶体の等価線量が20mSv/年を超えたものは医療機関で最も多い。水晶体線

量評価は特にIVRスタッフにおいて重要である。水晶体の線量評価は、3mm線量当量を水晶体近傍で測定する

ことが推奨されているが、現状では1cmおよび70µm線量当量の最大値を頸部または胸部の個人線量計で測定

している。 

DOSIRISは、水晶体の3mm線量当量を直接評価できる線量計である。そこで今回は、IVRスタッフの術中の頸

部ガラスバッジとDOSIRISの測定を行い、DOSIRISと頸部ガラスバッジから測定された線量当量の比較を行った。

また、頸部ガラスバッジの測定値から3mm線量当量を算出し、1cmおよび70µm線量当量と比較を行った。これら

の比較から現状の水晶体被曝管理の評価を行う。 

 

【方法・使用機器】 

血管撮影装置  ： Infinix Celeve-1 (東芝メディカルシステムズ) 

防護眼鏡  ： 鉛当量0.07mmPb (東レ・メディカル) 

線量測定機器  ： DOSIRIS (千代田テクノル)、 ガラスバッジ (千代田テクノル) 

・DOSIRISは左水晶体近傍(防護眼鏡を使用した場合は内側)に装着した。 

・ガラスバッジはプロテクター外側の左頸部に装着した。 

  

【結果】 

頸部ガラスバッジの測定値から算出した3mm線量当量は、70µm線量当量に近く、少し小さい値となる。現状の

評価法である1cm/70µm線量当量の最大値は、医師の場合は過大評価となる 

IVRスタッフの水晶体の等価線量評価において、看護師、放射線技師は、防護眼鏡無しでも新線量限度を超過

することはないと思われた。頸部ガラスバッジの測定値に係数を掛けることで水晶体の等価線量評価ができる可

能性がある。 

医師は、防護眼鏡無では、新線量限度以上になる可能性がある。防護眼鏡有では、頸部ガラスバッジでは過

大評価する。 

 

【まとめ】 

IVRスタッフの水晶体の線量評価において、現状の評価方法である頸部ガラスバッジの1cmおよび70µm線量

当量の最大値は過大評価となる。しかし、測定値から3mm線量当量を算出でき、水晶体線量計で測定された

3mm線量当量と相関があることから、現状の評価方法を利用できる可能性がある。 
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